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第
１
４
２
回
中
央
委
員
会
が

10
月
17
日
、
渡
り
温
泉
で
行
わ

れ
中
央
委
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

含
め
18
支
部
・
49
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

佐
々
木
委
員
長
は
挨
拶
で

「
総
選
挙
で
政
権
は
交
代
し
た
。

し
か
し
、
職
場
は
変
わ
ら
ず
追

わ
れ
る
よ
う
な
毎
日
。
組
合
の

力
は
数
の
力
、
一
人
残
ら
ず
組

合
に
入
る
よ
う
声
か
け
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

○
○
書
記
長
が
、
秋
年
末
の

重
点
課
題
、①
地
域
医
療
を
守

る
取
り
組
み
②
超
過
勤
務
を
き

ち
ん
と
請
求
す
る
運
動
③
年
次

取
得
の
強
化
④
増
員
等
、
た
た

か
い
の
方
針
提
起
を
行
い
ま
し

た
。討

論
で
は
、
解
消
さ
れ
な
い

９
回
夜
勤
問
題
や
、
電
子
カ
ル

テ
導
入
に
よ
り
超
過
勤
務
が
増

え
た
こ
と
や
、
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン

な
ど
の
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。
時
差
勤
務
の
問
題
で

は
、
中
部
病
院
か
ら
５
時
間
時

差
勤
務
が
な
く
な
り
、
準
夜
が

４
人
体
制
へ
と
引
き
上
げ
に
な
っ

た
が
、
ま
だ
４
時
間
時
差
勤
務

は
続
い
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

秋
闘
方
針
の
「
中
央
委
員
会

後
３
６
協
定
締
結
へ
」
に
対
し

て
は
、
超
過
勤
務
に
対
す
る
上

司
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
で
、
超
過

勤
務
が
書
け
な
い
実
態
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
労
使
双
方
が
超
過

勤
務
に
対
し
認
識
が一致
し
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
学
習
の
必
要
性
、
時
期
尚

早
と
の
意
見
が
相
次
い
で
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
執
行

部
で
は
、方
針
の一部
を
変
更
し
、

来
年
４
月
に
協
定
締
結
を
目
指

し
、
学
習
と
職
場
討
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
提
案
。
満
場
一致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
役
員
の
補
充
選
挙
で
は

胆
沢
支
部
の
○
○
○
○
さ
ん
が

満
票
で
中
央
執
行
委
員
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

10
月
16
日
に
２
名
の
講

師
を
招
い
て
、「
県
医
労
情

勢
学
習
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

最
初
に
、
東
京
都
教
職

員
組
合
、
前
委
員
長
の
中

山
伸
さ
ん
が
、【
ど
の
子
も

大
切
に
、
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
！
教
育
の
反
動
化

に
抗
し
て
、
国
民
と
力
を

合
わ
せ
、
子
ど
も
と
教
育

を
守
る
教
育
公
務
員
の
運

動
】
と
題
し
て
講
演
。

ど
の
子
ど
も
も
平
等
で

よ
り
良
い
教
育
を
受
け
る

た
め
に
は
、
教
育
制
度
と

職
員
の
労
働
条
件
を
変
え

て
い
く
事
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
た
た
か
い
を
紹

介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
職

種
の
違
い
は
あ
っ
て
も
共
通

す
る
部
分
が
多
く
、
こ
れ

か
ら
の
組
合
活
動
に
と
っ
て

参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。

次
に
、【
労
働
組
合
こ

そ
、
今
が
旬
　
な
ぜ
、
未

組
織
の
組
織
化
・「
働
く

ル
ー
ル
」
確
立
運
動
か
】

と
題
し
て
、
い
わ
て
ロ
ー
カ

ル
ユ
ニ
オ
ン
、
前
委
員
長
の

工
藤
和
雄
さ
ん
が
講
演
。

貧
困
・
格
差
社
会
が
拡

が
る
現
在
、
労
働
者
の
実

情
を
い
わ
て
ロ
ー
カ
ル
ユニ
オ

ン
が
受
け
た
相
談
事
例
等
、

具
体
的
に
示
し
な
が
ら
労

働
者
の
悲
惨
な
実
態
や
、

働
く
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
経

営
者
が
多
い
事
実
を
語
り

ま
し
た
。
講
演
を
聴
い
て

そ
の
よ
う
な
実
態
の
中
で
、

労
働
組
合
の
役
割
は
何
な

の
か
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
な
の
か
を
わ

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

中山　伸　さん

工藤　和雄　さん

あいさつする佐々木委員長

県医労情勢学習会

組
合
に
結
集
し
超
勤
を
書
こ
う
!!

第
１
４
２
回
中
央
委
員
会

組
合
に
結
集
し
超
勤
を
書
こ
う
!!

　
　
　
　
　  

方
針
を
満
場
一致
で
採
択
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10
月
４
日
、
盛
岡
市
「
国
保

会
館
」
に
お
い
て
、「
い
の
ち

の
ふ
る
さ
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in

盛
岡
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
は
、
多
田
欣
一
氏

（
住
田
町
長
）、石
木
幹
人
氏（
県

立
高
田
病
院
長
）、
金
川
佳
弘

氏
（
五
所
川
原
市
立
西
北
中
央

病
院
）、熊
谷
茂
氏
（
特
養
ホ
ー

ム
「
明
生
園
」
園
長
）
の
４
名
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
佐
藤

嘉
夫
氏
（
県
立
大
学
教
授
）。

「
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
確

保
は
自
治
体
の
存
在
意
義
の
か

か
っ
た
基
本
だ
」、「
県
民
の
医

療
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
議
論

が
な
い
ま
ま
無
床
化
が
す
す
め

ら
れ
た
こ
と
は
大
変
残
念
」（
多

田
町
長
）。「『
医
療
圏
』
を
単

位
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
機

能
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」、「
医
療
・
介
護
・
福
祉

と
の
連
携
、
地
域
に
必
要
な
医

療
に
つ
い
て
病
院
と
住
民
、
行

政
が
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
」（
石
木
院
長
）。「
自

治
体
病
院
は
、
そ
の
地
域
に
不

足
す
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

と
地
域
の
『
発
展
』
に
貢
献
す

る
こ
と
（
全
自
病
協
が
掲
げ
る

自
治
体
病
院
の
倫
理
綱
領
）」

（
金
川
さ
ん
）。「
お
金
が
な
け

れ
ば
施
設
に
も
入
れ
な
い
よ
う

な
こ
と
は
見
直
す
べ
き
で
、
憲

法
・
生
存
権
に
基
づ
く
、
し
っ

か
り
し
た
介
護
・
福
祉
制
度
の

確
立
を
」（
熊
谷
園
長
）。
な
ど

と
、
医
療
・
福
祉
が
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
実
体
験
に
基
づ
い
て
発

言
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
教
授
は
、①
生
活
の
基

盤
と
し
て
医
療
・
福
祉
・
教
育
・

住
居
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す

る
こ
と
。②
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
病
気
だ
け
を
切
り
離
す
訳

に
は
い
か
な
い
こ
と
。③
地
域

の
中
で
専
門
家
と
の
連
携
も
大

事
。
学
習
し
、
地
域
の
こ
と
を

み
ん
な
で
考
え
て
、
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
い
く
、そ
し
て
、

住
み
や
す
い
地
域
作
り
、
町
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
、
と
結
び

ま
し
た
。

規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
県

内
各
地
で
、「
地
域
医
療
と
福

祉
を
考
え
る
つ
ど
い
」
や
、
地

域
医
療
懇
談
会
等
を
開
催
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

職員の生活を無視した
人事委員会勧告

10月8日に県人事委員会から勧告が出され、
昨年から続く世界不況による影響で2003年に
次ぐ大幅引き下げとなる厳しい勧告となりまし
た。
主な内容は、
①給料表は平均0.17％の引き下げ
（若年層は引き下げないが、現給保障を受けている職員
は1.39%引き下げ）

②持ち家にかかる住居手当を廃止
③期末・勤勉手当は年間0.35ヶ月引き下げ
（夏季に0.2ヶ月凍結済なので残0.15ヶ月を今回引き下げ）

④月給に関しては遡って減額を行わない
（ただし、夏季期末・勤勉手当支給分から1.39%分を減額）

となっています。特に現給保障の引き下げは、
過去に行ったことのない大変な内容です。
私たちの職場は、仕事が複雑化し業務量も
増えているにも関わらず、人員も増えず給与だ
け削減され職員のモチベーションが下がる一方
です。これ以上の引き下げをさせないために
大幅改善へ向け組合へ結集しましょう。

地域医療と福祉を考える
シンポジウム開催

地域医療と福祉を考える
シンポジウム開催
140名の参加で、熱心に学習・論議

県立高田病院・石木院長
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岩
手
県
で
は
、「
岩
手
・
仕

事
と
生
活
の
調
和
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
提
言
）」
を
発
表
し
、
や

り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が

ら
働
き
、
多
様
な
生
き
方
が
選

択
で
き
る
社
会
を
実
現
し
よ

う
、
と
推
進
し
て
い
ま
す
。
今

は
や
り
の「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
」、

な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
提
言
は
今
年
の
２
月
に

発
表
さ
れ
、
岩
手
県
か
ら
は
保

健
福
祉
部
長
な
ど
が
参
加
。
仕

事
と
家
庭
の
両
立
の
た
め
に

は
、
仕
事
を
見
直
し
が
必
要
と

い
う
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
大

前
提
で
す
。
具
体
的
に
は
、
年

間
総
労
働
時
間
を
２
０
１
２
年

ま
で
に
「
１
，
８
５
０
時
間
に

短
縮
し
ま
し
ょ
う
」
と
し
て
い

ま
す
。
超
過
勤
務
を
ど
う
す
る

の
か
は
、
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、「
所
定
内
労
働
時
間
（
超
過

勤
務
が
な
い
、
正
規
の
労
働
時

間
）
を
１
，
７
０
０
時
間
に
短

縮
し
ま
し
ょ
う
」
と
し
て
い
る

の
で
、
逆
算
す
る
と
超
過
勤
務

は
年
間
１
５
０
時
間
と
な
り
ま

す
。
超
過
勤
務
は
月
10
時
間
程

度
に
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
。

さ
て
、
私
た
ち
県
立
病
院
の

職
場
は
、
そ
の
見
本
と
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

「
年
次
取
得
率
を
２
０
１
２
年

ま
で
に
60
％
に
高
め
ま
し
ょ
う
」

と
も
提
言
し
て
い
ま
す
。
岩
手

県
の
２
０
０
６
年
の
調
査
で
は

43
．１
％
で
す
。
私
た
ち
の
職
場

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
年
間
20

日
の
年
次
で
60
％
は
、
年
間
12

日
、
月
に
１
日
以
上
を
取
得
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。２
０
０
８

年
１
月
か
ら
12
月
の
職
種
毎
の

取
得
日
数
が
医
療
局
に
よ
っ
て

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
（
定
期
大

会
資
料
集
　
１
３
０
ペ
ー
ジ
）。

看
護
部
門
を
み
る
と
、
全
体
平

均
で
９
．
１
日
。
取
得
率
45
．

５
％
と
、こ
ん
な
に
か
け
離
れ
た

実
態
が
あ
り
ま
す
。

達
増
知
事
、
田
村
医
療
局
長

は
、
県
民
に
提
言
す
る
前
に
、

自
ら
雇
用
し
て
い
る
職
員
の
待

遇
に
関
心
を
は
ら
い
、
進
ん
で
改

善
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

県
の
提
言
は
、岩
手
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

年次有給休暇の取得率を、
2012年までに60％に高めましょう。

2008年1月～12月
看護部門の年次取得状況（当局資料）
　全体  9.1日（取得率45.5％）
　釜石  5.8日（取得率29.0％）
　南光15.9日（取得率79.5％）

ワーク・ライフ・バランスって？
岩手県のすすめる

ワーク・ライフ・バランスって？
知事、医療局長　足元から見直しが必要ですよ

岩手県のすすめる

年次取得率を６０％に

超
過
勤
務
は

月
10
時
間
に

年
次
は
12
日

以
上
を
目
標
に

重点目標重点目標
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第
22
回
看
護
講
座
が
10
月
３

日
京
都
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各

地
か
ら
１
７
１
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

第
１
講
座
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

医
療
事
情
と
看
護
師
の
就
労
問

題
」
と
題
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
保
健

労
働
者
連
合
委
員
長
の
エマ
ニュ

エ
ル
さ
ん
が
海
外
就
労
に
向
か
う

背
景
に
つい
て
講
演
し
ま
し
た
。

第
２
講
座
は
「
医
療
機
関
に

お
け
る
患
者
・
家
族
、
職
員
間

の
暴
力
問
題
」
と
題
し
て
神
戸

市
看
護
大
学
助
教
授
の
益
加
代

子
さ
ん
。

第
３
講
座
は
「
看
護
と
介
護

は
ど
う
な
る
か
？
医
療
療
養
病

床
調
査
結
果
か
ら
」
と
題
し
て

同
大
学
教
授
の
林
知
冬
さ
ん
か

ら
実
態
調
査
を
元
に
し
た
、
医

療
問
題
の
本
質
に
迫
る
話
が
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
第
４
講
座
で
は
、「
看

護
・
介
護
職
員
構
造
と
Ｉ
Ｌ
Ｏ

看
護
職
員
条
約
」
と
題
し
て
前

高
知
県
立
高
知
短
期
大
学
教
授

の
寺
田
博
さ
ん
が
講
演
し
ま
し

た
。講

座
を
通
し
、
医
療
・
看
護

職
員
の
国
民
の
健
康
増
進
に
対

す
る
役
割
を
考
え
た
と
き
、
現

在
の
医
療
政
策
の
低
さ
に
対
し

改
め
て
怒
り
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
を
変
え
る
た
め

に
は
、
大
き
な
運
動
を
作
る
必

要
が
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

（
○
○
）

い
の
ち
が
大
切
に
さ
れ
る

　
　
　
　
　
医
療
・
看
護
を

〜
第
22
回
看
護
講
座
in
京
都
〜

青年部長・書記長会議青年部長・書記長会議　
目指せブロック集会開催
【日時】
11月14日（土）13時～
【場所】
盛岡市「上田公民館」
（国道４号線沿いＮＨＫ裏）
【対象】
支部青年部役員。役員体制が確立し
ていない支部は代理の青年部員。

青年部長・書記長会議は各支部
の青年部代表が集い、支部同士の
情報交換を行ったり、青年部の年間
活動について協議する大切な会議
です。また近年、活動が停滞して
いるブロック交流会を開催するた
め、具体的な内容まで検討する予
定です。そのためにも是非多くの
支部からの参加をお願いします!!

魅力溢れる青年部活動へ
岩手医労連青年部第２９回定期大会

9月26日（土）に「岩手医労連青年部第29
回定期大会」が盛岡市勤労福祉会館にて開
催されました。代議員16名（委任状３名）中、
県医労からは４名の参加があり、無事成立す
ることが出来ました。
大会では、各単組の青年部の活動や状況
報告、今年度の活動方針を討議しました。ま
た役員体制も新たになり、県医労からは、書
記長に○○○○さん（本部）、執行委員に○○
○○さん（大船渡）が選出されました。大会
最後は昨年に引き続き再選された○○○○青
年部長（遠山病院労組）の団結ガンバローで
今年度の活動への意気込みを確認しました。
日々の業務は多忙で厳しい状況ですが、今
こそ組合に結集し、青年独自の活動を盛り上
げ、労働条件改善を目指していきましょう!!

魅力溢れる青年部活動へ魅力溢れる青年部活動へ

エマニュエルさんと募金の報告を
する日本医労連田中委員長
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女性部

岩手医労連女性部第23回定期大会
書記長に○○さん
（県医労・沼宮内）

今
年
度
の
女
性
部
ブ
ロ
ッ

ク
集
会
の
詳
細
を
決
め
る
女
性

部
長
会
議
が
、
10
月
１
日 

、

国
保
会
館
で
10
支
部
・
本
部
22

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。午

前
中
は
、
佐
々
木
委
員

長
を
講
師
に
、
超
過
勤
務
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。
私
た
ち

の
職
場
は
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
慢

性
化
し
て
い
ま
す
が
、
委
員
長

は
「
時
間
・
賃
金
・
健
康
の
３

つ
の
泥
棒
を
許
し
て
は
い
け
な

い
。
労
働
の
安
売
り
、
ガ
マ
ン

し
て
働
く
こ
と
は
若
者
の
働
く

場
を
奪
っ
て
い
る
」
と
し
、「
わ

か
っ
て
い
て
も
書
け
な
い
実
態

を
ど
う
突
破
す
る
か
。そ
れ
は
、

み
ん
な
で
超
過
勤
務
を
書
く
こ

と
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

午
後
の
支
部
交
流
で
は
、

時
差
勤
務
、
９
回
夜
勤
、
休
み

の
前
倒
し
な
ど
、
人
員
不
足
か

ら
来
る
ゆ
と
り
の
な
い
職
場
の

実
態
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
超
過

勤
務
に
つ
い
て
は
、
み
ん
な
で

「
超
勤
書
こ
う
」
と
口
に
出
し

て
、
書
け
る
雰
囲
気
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も

女
性
部
で
集
ま
っ
て
話
し
、
楽

し
い
企
画
と
組
み
合
わ
せ
て
活

動
し
て
い
こ
う
と
話
さ
れ
ま
し

た
。  

今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
集

会
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

48名の参加で討論（盛岡市・国保会館）

女性部の活動について発言する○○代議員

岩手医労連女性部第23回定期大会
書記長に○○さん
（県医労・沼宮内）
岩手医労連女性部第２３回定期大会が10

月９日、国保会館で開催され、代議員・役員・
オブザーバー含め４８名が参加しました。大
会では１年間の活動の総括と、今後の取り
組みについて討論し、女性がいきいきと働き
続けられるよう、大幅増員や諸権利を行使で
きる職場づくりをめざし、共に奮闘することを
確認しました。
新年度の役員には、県医労から書記長に

○○○○さん（沼宮内）、委員に○○○○
さん（千廐）が選出されました。

女性部ブロック集会
【北部】
と　き：11月 14日（土）10：00～
ところ：一戸町　もみじ交遊舎
内　容：一戸特産竹細工づくり

【中部】
と　き：11月 7日（土）10：00～
ところ：遠野ふるさと村
内　容：遠野の民話＆そば打ち体験

【南部】
と　き：11月 7日（土）10：10～
ところ：平泉・中尊寺バスめぐり

【三陸】
と　き：12月 5日（土）
ところ：釜石市
内　容：未定

女
性
部
長
会
議
開
催

労
働
の
安
売
り
は
や
め
よ
う
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異
動
し
て
み
て…

。
セ
ン
タ

ー
病
院
だ
か
ら
？
？
？
年
次
一

つ
も
頂
い
て
な
い
で
す
。
７
対

１
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
何
の

為
の
年
次
簿
で
し
ょ
う
か
。皆
、

心
も
疲
れ
て
き
て
い
ま
す
! !

　
胆
沢
支
部
　
匿
名
希
望

　
久
々
に
娘
も
帰
省
し
、
こ
の

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
は
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
今

度
の
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
は
６

年
後
だ
と
か…

。
今
月
誕
生
日

を
迎
え
た
ば
か
り
の
私
の
６
年

後
は
、
ま
さ
し
く
シ
ル
バ
ー
ウ

ィ
ー
ク
に
な
り
そ
う
で
少
し
憂

鬱
で
す
。

　
大
船
渡
支
部
　
ゆ
ゆ
太
郎

　
つ
い
に
政
権
交
代
！
鳩
山
政

権
始
動
し
ま
し
た
ね
。
２
年
後

は
、
高
速
道
路
無
料
。
相
次
い

で
公
共
事
業
の
中
止
、見
直
し
。

あ
れ
も
や
る
！
こ
れ
も
や
る
！

問
題
も
山
積
み
の
よ
う
な
気
が

す
る
が
、
期
待
し
て
お
手
並
み

拝
見
と
い
く
べ
が
な
。

　
一
戸
支
部
　
越
冬
カ
メ
虫

　
10
月
１
日
、
盛
岡
に
ク
ロ
ス

テ
ラ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

ね
。
職
場
で
も
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
早
く
行
っ
て
み
た
い

な
〜
。

中
央
支
部
　
モ
ン
キ
ー
ガ
ー
ル

　
９
日
夜
勤
発
生
す
る
と
翌
月

の
勤
務
に
変
更
が
生
じ
、
同
じ

人
に
お
願
い
コ
ー
ル
が
い
く
場

合
が
あ
り
大
変
で
す
。
制
限
勤

務
、
パ
ー
ト
勤
務
が
あ
り
、
も

っ
と
も
っ
と
職
員
を
増
や
し
て

欲
し
い
で
す
。
10
月
末
の
機
能

評
価
が
終
わ
っ
た
ら
思
い
っ
き

り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
で
〜

す
。

久
慈
支
部
　
○
○
○
○

　
秋
は
美
味
し
い
も
の
が
い
っ

ぱ
い
で
大
好
き
な
季
節
で
す
。

今
年
、
天
然
の
ま
い
た
け
を
初

め
て
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
い

い
香
り
で
美
味
で
し
た
。

　
江
刺
支
部
　
匿
名
希
望

９
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
33
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

９
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

○
○
○
○（
久
慈
支
部
）、

マ
ド
ン
ナ
（
遠
野
支
部
）、
ワ

サ
ビ
（
中
部
支
部
）、
セ
ン
ト

ア
キ
（
胆
沢
支
部
）、
匿
名
希

望
（
江
刺
支
部
）、
グ
ッ
タ
リ

プ
ー（
磐
井
支
部
）、
○
○
○

○（
南
光
支
部
）、
ゆ
ゆ
太
郎
、

ド
ス
コ
イ
王
子
の
妻
、
ベ
ガ

（
以
上
、大
船
渡
支
部
）

映
画「
い
の
ち
の

山
河
」が
県
内
各

地
で
上
映
さ
れ
は

じ
め
て
い
ま
す
。

今
か
ら
約
五
十
年

前
、豪
雪
・
貧
困
・

多
病
多
死
の
三
重

苦
の
沢
内
村
で
、

老
人
医
療
費
無
料
化
を
実
現

し
、全
国
初
の「
乳
児
死
亡
率
ゼ

ロ
」を
見
事
達
成
し
た
村
長
・

深
澤
晟
雄（
ま
さ
お
）さ
ん
を
主

人
公
に
し
た
も
の
で
す
▼
先
日
、

上
映
運
動
を
成
功
さ
せ
る
岩
手

の
会
の
世
話
人
会
が
開
催
さ

れ
、そ
の
場
に
高
齢
を
お
し
て

出
席
さ
れ
た
太
田
祖
電
さ
ん
。

自
己
紹
介
の
際
に
、「
大
鶴
義
丹

で
す
」と
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し

た
。義
丹
さ
ん
が
若
き
日
の
祖

電
さ
ん
の
役
。彼
は
、深
澤
村
長

の
信
頼
を
得
て
、と
も
に「
生
命

尊
重
の
行
政
」を
す
す
め
た
生

き
証
人
で
す
▼
映
画
を
観
て
、

涙
を
拭
く
た
め
の
タ
オ
ル
が
必

要
だ
っ
た
、と
い
う
感
激
屋
さ
ん

も
い
た
そ
う
で
す
。「
深
澤
村
長

と
村
民
の
奮
闘
ぶ
り
に
、今
の
医

療
や
税
金
の
無
駄
づ
か
い
、社
会

保
障
の
切
り
捨
て
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。」「
最
近
、こ

ん
な
に
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。純
朴
で
思
い
や
り
の
あ

る
人
間
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
原

点
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。」な
ど
の
感
想
が
▼
ど
ん

な
に
理
不
尽
な
制
度
で
も
、や

や
も
す
る
と
決
ま
っ
た
こ
と
だ

か
ら
、と「
諦
め
」の
心
境
に
陥
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。「
国
が
や

ら
な
い
か
ら
、貧
乏
な
私
た
ち
が

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。国
は

後
か
ら
つ
い
て
く
る
」、「
命
に
格

差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
村

人
と
共
に
た
た
か
い
続
け
た
村

長
が
、「
諦
め
る
な
！
」と
私
た

ち
を
励
ま
し
て
い
ま
す
▼「
姥
棄

て
山
」「
子
ど
も
の
貧
困
」「
派
遣

村
」「
医
療
・
介
護
難
民
」、命

が
粗
末
に
さ
れ
て
い
る
こ
ん
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
い
の
ち
の

山
河
」の
上
映
運
動
を
成
功
さ

せ
、全
国
に「
い
の
ち
の
ふ
る
さ
と

岩
手
」を
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

九
月
号
パ
ズ
ル

九
月
号
パ
ズ
ル
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いわさきちひろ

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。送
り
先

は
〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛

岡
市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
11

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

◇
数
頼
み
　
デ
タ
ラ
メ
審
査
で
　
民
営
か

 

（
何
で
も
あ
り
の
人
）

◇
民
主
で
も
　
自
民
顔
負
け
　
県
政
は

 

（
伝
統
芸
人
）

◇
言
っ
た
よ
ね
　
不
真
面
目
で
良
い
　
査
定
給

 

（
ま
じ
め
人
間
）

◇
ゴ
ー
ル
ド
も
　
シ
ル
バ
ー
も
な
い
　
白
い
塔

 

（
働
き
づ
め
）

◇
人
増
や
せ
　
７
対
１
は
　
名
前
だ
け

 

（
詐
術
師
）

11月の予定
 5日（木） 地公共闘決起集会・県庁座り込み
 6日（金）～11日（水）
 岩手医労連キャラバン
 7日（土） 女性部中部ブロック集会
 女性部南部ブロック集会
 8日（日） 国民大集会（東京）
10日（火） 看護部会（国保会館）
13日（金） 県医労第２次統一行動早朝集会
13日（金）～14日（土）
 職制組合員集会（ホテル森の風）
 岩手医労連施設管理・調理師集会
 （中部病院）
14日（土） 青年部長・書記長会議（盛岡市・上田公民館）
 女性部北部ブロック集会
14日（土）～15日（日）
 岩手医労連衛生委員会担当者会議
15日（日） ＭＥ・透析部門集会（県民会館）
20日（金） 拡大支部長会議（県民会館）
28日（土） 臨時パート連絡会総会・学習会（共済ビル）
28日（土）～29日（日）
 日本医労連東北地方協保育所交流集会
 （福島）
 日本医労連病院給食全国交流集会（京都）
29日（日） プレ保育合研いわて保育のつどい
 （上田公民館）

 1日（火） 地域医療を守れ県民集会（エスポワール）
 5日（土） 女性部三陸ブロック集会
11日（金）～13日（日）
 日本平和委員会（神奈川）
12日（土） いわて労連評議員会・いわて労連結成
 20周年レセプション
18日（金） 医労連共済担当者会議（ホテル花巻）
26日（土） 拡大支部長会議

12月の予定
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